
Instagram広告 クリエイティブ制作のコツ

ワンポイントの工夫が成果につながる7つの画像編集テクニック



Instagram広告とは？

Instagram広告は、2015年に日本でのサービスを開始したInstagramの
広告プラットフォームです。

広告費は1日1ドルから。テキストや画像、動画を入稿することによって、
フィード、ストーリーズといった複数の配信面に広告を掲載できます。

9.2%の平均コンバージョン率をマークしたという調査結果もあり、数ある
ソーシャルメディア広告のなかでもとりわけ費用対効果の高い広告です。

ショッピング発見タブリールストーリーズフィード
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1 アスペクト比は1:1を基本に

Instagram広告は1:1のほか、16:9、4:5の縦横比
の画像を入稿できますが、16:9は画面占有率が低く、
4:5はテキスト部分が見えにくくなってしまいます。

1:1ならば視認性・可読性の両方を保つことができる
ので、特別な事情がない限りアスペクト比（縦横比）
1:1を基本に入稿するのがおすすめです。

フィード掲載時に

スルーされやすい。

スワイプしないと

広告文が見えない。
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2 解像度はできるだけ高く

こちらは基本中の基本ではありますが、画像はできるだけ
解像度の高いものを入稿しましょう。

1936px

1936px

Instagram広告では、500px～1936pxまでの画像を入稿
できます。一方ファイル容量には30MBの制限があるので、
容量がオーバーしてしまう場合は「TinyPNG」などの無料
ツールを使って画像を圧縮しましょう。

https://tinypng.com/

ドラッグ＆ドロップで

画像を圧縮。
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3 三分割法でバランスを整える

三分割法は写真や絵画の構図を決める際に用いられる
視覚芸術の手法です。

等間隔に引いた垂直線・水平線の交点付近に被写体を
配置することで、全体をバランス良く見せられます。

トリミングによっても可能なので、構図を決める際は
三分割法を使いましょう。
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4 リーディングラインを入れる

リーディングラインとは、画像内の導線のこと。

人間の視覚は線や矢印をたどる性質をもっており、
左の写真のようにリーディングラインを引くことで
メインとなる被写体を目立たせられます。

また、リーディングラインは画像に奥行きや立体感を
もたせるのにも効果的です。

引用元：Meta Instagramの最新情報
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5 背景色で目立たせる

商材を目立たせるためには背景色も大事なポイントの
1つです。色相環やカラーチャートを参考にしながら、
商材が映える背景色を選びましょう。

一方でキャッチコピーなどを強調したいなら、あえて
控えめなカラーをチョイスするのも1つの方法です。

エン・ジャパンのInstagram広告
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6 テキストは全体の20％以内に

Instagram広告のいわゆる「20％ルール」は2020年に廃止された
ものの、現在も画像全体に占めるテキストの割合が20％を超えると、
広告パフォーマンスが低下する可能性があるとされています。

画像内のキャッチコピーや説明文はコンパクトにまとめましょう。

色や配置を工夫して

できるだけコンパクトに。
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7 上下14％にはテキストを入れない

アイコン、アカウント名

CTAボタン

Instagram広告がストーリーズへ配信された場合、
画像の上下部それぞれ約14％（250pc）の部分には
ロゴとアカウント名、CTAボタンが表示されます。

この部分にテキストを入れると文字が重なってしまい
判読しにくくなるので、キャッチコピーや説明文は、
画像の中央に寄せて配置しましょう。テキスト挿入範囲

引用元：Meta Instagramの最新情報
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